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8. Extension codes （必要時に使用します） 

インターベンションにおける追加情報は、Extension codeを使うことで追加できます。 

Extension codeには下記のような項目があります： 

⚫ 数 

⚫ 付加的な記述、情報 

➢ 開始/維持/中止 

➢ 他のインターベンションとの関係 

➢ 予定外のもの 

➢ 組織弁または移植片 

➢ 標準化または構造 

➢ 機器の使用や試み 

➢ 行動前提条件 

➢ クライアント、依頼人 

➢ 介入が指示されたシステムレベル 

➢ クリエイティブセラピー 

➢ 特定のスキルとテクニック 

➢ その他の方法 

⚫ 部位 

➢ 左右 

➢ 測定 

➢ 関連 

⚫ テレヘルス 

⚫ 診断するためのテスト 

⚫ 追加の Target 

⚫ 追加の解剖学的情報 

⚫ 医薬品 

⚫ 補助製品 

⚫ 医療材料 

 

Extension codeを Stem codeに付記することで、用いられます。医薬品、補助製品、医療製品に

ついては、インターベンションを記述する Stem codeとともに使用する必要があります。 

テレヘルスを除いて、他のエクステンションコードの使用は任意です。 

 

Stem codeの後に '＆' をつけ、その後に Extension codeが続きます。複数の Extension codeを

付記することが可能で、 '＆' で区切ります。 

 

構文：Stem code＆Extension code＆Extension code 

「計画的に予定された右膝半月板形成術」は、 

MMD.ML.AA&XB03.0&XCA4 

Stem code - MMD.ML.AA 膝半月板形成術 

追加情報を記載する Extension code：  

 XB03.0 Planned intervention 待機的介入（手術） 

局所解剖学的エクステンションコード： XCA4 Right 右  

 

特定のエクステンションコードの使用に関する詳細を以下に記します。 
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8.1 「数」の Extension code 

これらの Extension codeは、次の数を識別するために付記します。 

•介入が行われる解剖学的構造 

•1つのエピソードで同じインターベンションが繰り返し行われた 

•インターベンション中に挿入された医療材料 

 

8.2 「追加の説明情報」の Extension code 

追加の「記述」情報を Stem codeに付記することができます。必要に応じて定義、包含、および除外など

の追加情報を説明するために、Extension codeが使用されます。 

特定の Extension codeを付記する具体例を下に提示します。 

 

8.2.1 「行動を変える要因を有効にする」Extension codeの使用 

行動変化インターベンションは、人々が行う行動の選択に影響を与える要因に対処することがよくありま

す。 この Extension code は、インターベンションが健康関連の行動に変化をもたらすことを意図してい

るメカニズム、すなわちインターベンションがどのように機能することを意図しているかを説明するためのメ

カニズムに関する追加情報を記載するために用います。 

使用例を以下に示します。 

 

XB07.0 Capability 能力 

心理的および身体的に対処するインターベンション、行動に従事するのに必要な能力 

例：予防接種に関する地域教育キャンペーン 

     VDA.PM.ZZ＆XB07.0 予防接種行動に影響を与える教育 

例：アルコール使用のカウンセリング 

     VAA.PP.ZZ＆XB07.0 アルコール使用行動に関するカウンセリング 

 

XB07. – Opportunity 機会 

社会的または物理的要因に対処するインターベンション 

行動に参加するのがどれほど簡単か難しいかに影響します 

例：母乳育児を奨励し支援する職場方針 

     VEH.WJ.ZZ＆XB07.1 母乳育児行動に関する政策変更 

例：職場安全装置の提供 

     VCB.RD.ZZ＆XB07.1 改善された職場の安全行動を支援するための製品、サービスの提供 

 

XB07.2 – Motivation 動機 

自動または反射に対処するインターベンション、行動を活性化し指示する精神的プロセス 

例：問題の相場師を助けるための仲間支援プログラム 

     VAE.RE.ZZ＆XB07.2  ギャンブル行動に対するピアサポートの提供 

例：家庭内暴力に対するコミュニティの態度を変えるメディアキャンペーン 

     VBB.PM.ZZ＆XB07.2＆XB12.1  家族およびパートナーの暴力行為に影響を与えるメディア 

キャンペーン 
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8.2.2  「介入が指示したシステムレベル」の Extension code 

この Extension codeは、インターベンションが変化をもたらすことを意図している社会生態学的システム

のレベルを記述するために使用できます。 いくつかのインターベンションは直接個人を対象としているが

（例えば、学校で行われる健康的な食事についての教育）、その多くは社会生態系のより高いレベルで

変化をもたらすように設計されている。 彼らが住んでいる対人的、組織的、共同体的または政治的環境。 

例えば、学校環境内でのいじめを認識し、適切に対応するように教師を訓練すること（「組織」レベルでの

インターベンション）は、いじめを減らすための子どもたちの行動の変化につながる可能性があります。 

使用例を以下に示します。 

 

XB09.0 – Individual system level 個別システムレベル 

健康上の利益を目的としている個人 

例：子供に提供される教育的な「健康的な食事」の演劇パフォーマンス 

VEA.PM.ZZ＆XB09.0 摂食行動に影響を与える教育 

 

XB09.1 – Interpersonal system level 対人関係システムレベル 

以下を含む個人の対人環境 

例：非公式のソーシャルネットワークのメンバー 

ピアグループ内での違法薬物使用問題についての意識を高めるためのソーシャルメディア介入 

      VAC.VB.ZZ＆XB09.1  違法薬物使用行動に影響を及ぼす意識向上 

 

XB09.2 – Organisation system level 組織システムレベル 

正式な構造（学校など）を持つ人々の関連付け 

組織内で特定の役割や役職を担っている人（教師など）を含む 

例：子供の間で身体的遊びを促進するための方法で保育士を訓練する 

      VEB.PH.ZZ＆XB09.2 身体活動行動に影響を与えるためのトレーニング 

例：職場でのウォータークーラーの設置 

       VEA.TM.ZZ&XB09.2  摂食行動に影響を与えるための環境改変 

 

XB09.3 – Community system level コミュニティシステムレベル 

個人の地理的グループ（地区、都市、近隣など） 

例：精神衛生問題に関する知識を増やすためのメディアキャンペーン 

      VEL.PM.ZZ＆XB09.3＆XB12.1 心理的健康と福祉に関する行動に影響を与える教育 

例：遊び場で日陰の構造を建てる 

      VEG.TK.ZZ＆XB09.3 改善された紫外線照射行動を支援するための公共施設または 

インフラ整備  
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XB09.4 – Political system 政治システム 

特定の地理的エンティティの社会システムの構成要素および/または代表 

例：たばこ製品の販売を規制する法律の制定 

      VAB.WC.QD＆XB09.4 たばこ製品の販売または流通に関する制限または要件 

 - 法律または規制の制定 
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8.3 「Telehealth」テレヘルス（遠隔医療を含む）の Extension code 

XH01  - 離れた場所から提供された助言または援助を受けてインターベンションが行われる 

以下も含む 

離れた場所から提供されたアドバイスでインターベンションを実行する。  

遠隔地からロボット制御を介して提供される支援を受けてインターベンションを実行する。 

XH02  - 離れた場所にいる受け手へのインターベンション 

以下も含む 

離れた場所にいる人に直接インターベンションを提供する（例えば電話相談）。  

ロボット制御によるインターベンションの実行  

地元の医療提供者へのインターベンションの助言または支援。 

XH03  - 医療提供者の直接の関与なしに技術を介して提供されるインターベンション 

以下も含む 

非同期の eHealthおよびmHealthのインターベンション、およびWebサイトやヘルスケアアプリを介

して提供されるインターベンション。 

 

提供されるインターベンションが遠隔医療（遠隔医療を含む）を含む場合は、Extension code XH01お

よび XH02を使用する必要があります。 

遠隔医療は次のように定義されます。 

•遠隔医療は、医療を提供するための情報通信技術の使用です。 

 

Extension code XH01は、インターベンションを受けている個人がいる医療機関ではなく、離れた医療

提供者がいる医療機関で用います。 

Extension code XH02は、インターベンションを受けている遠隔地の個人の場所ではなく、医療提供者

がいる医療施設で用います。 

 

離れた場所にいるレシピエントにインターベンションが提供され、そのインターベンションの提供にも関与

しているレシピエントと同じ場所にいる医療提供者がいる場合、その介入は両方の場所で記録することが

できます。 （例：2つの異なる病院）そのような場合は、受診者から離れた場所で Extension code 

XH02を使用する必要があります。これは、場所にまたがる情報が集約されたときにインターベンションの

二重登録を防ぐためです。 

 

使用例を次ページに示します。 
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・「現地の医師の監視のもと、遠隔地の医師が行うロボット支援手術、乳房部分切除術」 

 乳房部分切除術の Stem codeは「LCA.JI.AA - Local excision of lesion of breast」である。 

現地においては、離れた場所から提供された支援（ロボット支援手術）を受けて行われた医療行為（乳房

部分切除術）であり、Extension Code として「XH01 - Intervention performed with advice or 

assistance provided from a distant location」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、ICHI コードは

「LCA.JI.AA&XH01」となる。 

遠隔地の医師は、患者とは離れた場所でロボット支援機器を操作し、乳房部分切除術を行うため、

Extension Code として「XH02 - Intervention provided to recipient/s in a distant location」を

Stem codeの後ろに「＆」で連結し、ICHI コードは「LCA.JI.AA& XH02」となる。 

 

・「遠隔地から専門家による助言をもらい、現地の医師が頭蓋内動脈の血栓融解療法を行う」 

 頭蓋内動脈の血栓融解療法の Stem codeは「IAA.DB.AF - Thrombolysis of intracranial 

artery」である。 

遠隔地で現地の医師から受け取った患者の身体情報等を把握した専門医は、現地の医師に血栓融解

療法の指示を行っており、Extension Code として「XH02 - Intervention provided to recipient/s in 

a distant location」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、ICHI コードは「IAA.DB.AF&XH02」とな

る。 

現地では、離れた場所にいる専門医の助言を受けて血栓融解療法を行っており、Extension Code とし

て「XH01 - Intervention performed with advice or assistance provided from a distant 

location」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、ICHI コードは「IAA.DB.AF&XH01」となる。 

 

・「電話での禁煙カウンセリング」 

 禁煙カウンセリングの Stem codeは「VAB.PP.ZZ - Counselling about tobacco use behaviours」で

ある。医師と患者は対面の医療行為でなく、遠隔地の医師が離れた場所にいる患者にカウンセリングと

いう医療行為を提供しており、医師を中心に考えることより Extension Code として「XH02 - 

Intervention provided to recipient/s in a distant location」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、

ICHI コードは「VAB.PP.ZZ&XH02」となる。現地には医師がいないので、そこで行われた医療行為に

ICHI コードはつかない。 

 

・「A病院の医師が一連の精神機能テストを行い、その結果を B病院の神経内科医に送る。B病院の神

経内科医はその精神機能テスト結果をもとに神経学的評価を行う」 

 A病院（精神機能テストを行った病院）での Stem codeは「AS1.AC.ZZ - Test of mental 

functions」、Extension Codeは「なし」で、ICHI コードは「AS1.AC.ZZ」となる。一方、送られたテスト

結果をもとに神経学的評価を行った B病院での Stem codeは「AZZ.AA.AH - Neurological 

assessment」、Extension Code として「XH02 - Intervention provided to recipient/s in a distant 

location」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、ICHI コードは「AS1.AC.ZZ&XH02」となる。 
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8.4 「診断テスト」の Extension code 

検体に対して何の診断目的で行われたかを記録するために使用する。 

「ヘモグロビン値を調べるために血液を採取」 

血液採取の Stem codeは「PZX.AH.XA - Specimen collection, blood」、 

これに「ヘモグロビン値を調べるため」という診断目的を明記する。 

Extension Code として「XJ33 - Haemoglobin (Hb) 」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、ICHI コ

ードは「PZX.AH.XA&XJ33」となる。 

 

 

8.5 「追加 Target」の Extension code 

これは医療行為が複数のターゲットにまたがる場合に付加する Extension Codeである。 

 

・「脳室―腹腔シャント術」 

この Stem Codeは「AAE.LI.AA - Ventricular shunt」だが、髄液を腹腔内にドレナージするので

Extension Code として「腹腔内」の Targetを追加する。「XXKM - Peritoneum」のなかの「XXKMA - 

Peritoneum and peritoneal cavity」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、 

ICHI コードは「AAE.LI.AA＆XXKMA」となる。 

 

・「胸部大動脈－冠動脈吻合による冠動脈バイパス手術（CABG）」 

この Stem Codeは「HIA.LI.AA - Coronary artery bypass」だが、胸部大動脈と冠動脈をバイパスす

るので、Extension Code として「XXHIG - Aorta, thoracic」と「XXHIA - Coronary artery」を Stem 

codeの後ろに「＆」で連結し、 

ICHI コードは「HIA.LI.AA＆XXHIG＆XXHIA」となる。 

 

・「体温調節機能のテスト」 

必要な Actionを含むコードが特定の Targetで利用できない場合には、次のようになります。 

この Stem Codeは「ET2 AC ZZ - Test of functions of the metabolic and endocrine systems代謝

系と内分泌系の機能のテスト」だが、 

Extension Code として「XXETG - Thermoregulatory function体温調節機能」を Stem codeの後ろ

に「＆」で連結し、 

ICHI コードは「ET2.AC.ZZ＆XXETG」となる。 

 

・医薬品の適用または処方が特定の標的に関連していることを示すために、「追加 Target」を用います。

例えば 肝臓の XXKCAは、薬物療法が行われる場所を示すために次のコードと一緒に使用されること

があります。 

  PZX.DB.AC経口的薬物療法の管理 

  PZX.DB.AE経皮的薬物療法の管理 

  PZX.DB.AF経皮経管的薬物療法療法の管理 

  PZX.DB.AZ薬物療法の管理、他に分類されないもの 
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8.6 「追加の局所解剖」の Extension code 

Stem codeに、さらなる解剖学的詳細を記述するために「追加 Target」または「追加の局所解剖」の

Extension codeを付記するかは、以下の手順に従う必要があります。 

 

ステップ 1：まず「追加 Target」の Extension codeを確認し、ある場合はこれを付記します。 

ステップ 2：次に、ステップ 1の「追加 Target」の Extension codeが確認できない場合、「追加の局所

解剖」を付記します。 

 

例：「追加 Target」カテゴリに含まれないより詳細な解剖学的構造を記録するために、「追加の局所解

剖」からの Extension codeを付記することができます。 

 

・「手の掌側骨間靭帯の再建術」 

この Stem Codeは「MGL.ML.AA - Reconstruction of ligament and fascia of hand or finger」だ

が、手・手指の靭帯のなかの掌側手根骨間靭帯を再建するので、Extension Code として「XA47N4 

Volar intercarpal ligaments」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、ICHI コードは「MGL.ML.AA＆

XA47N4」となる。 

 

ICHIの「追加の局所解剖」は、ICD-11 と同じリストであり、それらのリストはまとめて管理されます。  

 

 

8.7 「医薬品」の Extension code 

インターベンションが医薬品または化学物質の使用の場合、「医薬品」の Extension code を付記します。 

 

ICHIの「医薬品」は ICD-11 と同じ医薬品コードであり、それらのリストはまとめて管理されます。 

 

 

8.8 「補助製品」の Extension code 

インターベンションに関連して補助製品に関するさらなる情報を記録するために、「補助製品」の

Extension codeを付記します。 

 

・「補聴器の提供（デジタル）」 

この Stem Codeは「UAF.RD.ZZ - Provision of products and technology for communication」（コミ

ュニケーションのための製品と技術の提供）だが、補聴器を使ってコミュニケーションをとる場合には

Extension Code として「XP300 - Assistive products and technology for communication」のなかの

「XP305.01 - Hearing aids (digital) and batteries」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、 

ICHI コードは「UAF.RD.ZZ＆XP305.01」となる。 

なお障害者が使用する用具、機器に関する分類コードには障害者のためのテクニカルエイドの分類コー

ド（ISO9999 コード）が広く用いられているが、これを ICHI コードの一部として使用することは現在許可

されていない。 
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8.9 「医療材料」の Extension code 

インターベンションに関連して医療材料に関するさらなる情報を記録するために、「医療材料」の

Extension codeを付記します。 

 

・「埋込型骨導補聴器移植術」 

この Stem Codeは「CBA.DN.AC - Implantation of internal device in middle ear, not elsewhere 

classified」（中耳の内部装置の移植、他に分類されていないもの）だが、医療材料として骨導補聴器を

使う場合には Extension Code として「XT03 - Ear」のなかの「XT03.02 - Bone anchored hearing 

system」を Stem codeの後ろに「＆」で連結し、 

ICHI コードは「CBA.DN.AC＆XT03.02」となる。 

 

 

8.10 Extension codeを組み合わせる 

論理的に組み合わされた Extension code は、丸括弧（ ）を使用してグループ化します。これらの括弧

を複数回使用します。 

 

構文：ICHI Stem code＆（Extension code＆Extension code）＆（Extension code＆Extension code） 

 

例 1：「左冠状動脈と右回旋冠状動脈への冠状動脈バイパス移植術（CABG）」は、次のようになります。 

Stem code は「HIA.LI.AA冠状動脈バイパス術」は以下の Extension code と組み合わされます： 

  Topologyの Extension code -  XCA3左 

  「追加の局所解剖」の Extension code -  XA2DD2対角線動脈 

そして 

  •Topologyの Extension code XCA4 Rightに医療材料に関するさらなる情報を付記するために、「医

療材料」の Extension codeを付けます。 

HIA.LI.AA＆（XCA3＆XA2DD2）＆（XCA4＆XA4YJ3）となります。 
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9 一緒に行われた介入 

1回の治療セッションで複数の ICHIが一緒に行われる状況が発生します。 患者が同じ日または異なる

日に 2 つ以上の独立したインターベンションを受けた場合、それらは一緒に行われた介入として報告さ

れるべきではありません。  

一緒に行われたインターベンションに使用される構文は以下の通りです。 

 

9.1 スラッシュ「/」 

インターベンションが同時に実行され、ICHI Stem codeのみで表される場合は、最初の Stem code と 2

番目の Stem codeをスラッシュ「/」で区切ります。 

 

構文：ICHI Stem code / ICHI Stem code 

 

・例 1：「胃瘻造設術を伴う部分食道切除術」の場合 

KBA.JJ.AA / KBF.LI.AA 

 （KBA.JJ.AA部分食道切除術、KBF.LI.AA胃バイパス） 

 

・例 2：「飲食に関するトレーニング」の場合 

SMF.PH.ZZ / SMG.PH.ZZ 

 （SMF.PH.ZZ食事トレーニング、SMG.PH.ZZ飲酒トレーニング） 

 

・例 3：「アルコールと違法薬物の使用に関する教育演劇の公演」（健康増進の介入）の場合 

VAA.PM.ZZ / VAC.PM.ZZ 

 （VAA.PM.ZZ アルコール使用行動に影響を与える教育、VAC.PM.ZZ 薬物使用行動に影響を及ぼ

す教育 

 

関連する Extension code を持つ ICHI Stem code も一緒に記載することができます。 このような場合

は、セクション 8 で説明したように、「＆」を使用して Extension code を記載するための構文を使用し、

「（ ）」を使用してグループ化された拡張機能を使用します。 関連付けられた Extension codeを含む各

Stem codeは、「/」を使用してクラスタ化できます。 
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構文：ICHI Stem code＆Extension code/ ICHI Stem code＆Extension code＆Extension code 

 

・例 1：「2 本のステントを挿入した左下肢動脈の経皮経管的血管形成術および右下肢動脈の経皮的経

管的血管形成術」の場合 

IFA.LG.AF と XCA3 / IFA.LH.AF と XAC4 と XT01.24 

 

Stem cod - IFA.LG.AF下肢動脈の経皮経管的血管形成術 

 ・Topologyの Extension code -  XCA3左 

 ・Stem cod -  IFA.LH.AF ステント挿入による拡張または下肢動脈のプロテーゼ 

 ・Topologyの Extension code -  XCA4 Right 

 ・「医療材料」の Extension code -  XT01.24血管内ステント 

 

 

•例 2：「手と指の関節の可動性に関する手助けと指導のスキルと手の筋肉の運動」の場合 

MTB.PG.EC＆XB11.5＆XXMGJ / MUB.PG.EA＆XB11.3＆XXMGM 

 

Stem cod - MTB.PG.EC関節機能の可動性のための運動スキルの支援および指導 

・「追加の説明情報」の Extension code - XB11.5移動テクニック 

 ・「追加 Target」の Extension code - XXMGJ手と指の関節 

 ・Stem cod -  MUB.PG.EA筋力機能のためのアシストおよび指導筋力トレーニング 

 ・「追加の説明情報」の Extension code - XB11.3強度テクニック 

 ・「追加 Target」の Extension code - XXMGMマッスルオブハンド 

 

公衆衛生上のインターベンションの場合、単一の ICHI ステムコードを使用しても適切に把握できない。

インターベンションの内容を完全に伝達するために、必要に応じて上記の規則を使用する。 
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10 インターベンションのパッケージ 

状況によっては、いくつかのインターベンションを 1 つのパッケージとして組み合わせることができます。

例えば、リハビリテーションプログラムは、ある範囲の医療提供者および専門分野によって提供されるべき

インターベンションの選択できます。 

 

インターベンションのパッケージはインターベンション間に「+」を使用して記載します。各インターベンショ

ンには Extension codeを含むことがあります。 

 

構文：ICHI Stem code＆Extension code + ICHI Stem code＆Extension code＆Extension code 

 

・例 1：「手の怪我のためのリハビリテーションプログラム」の場合 

MTB.PG.ZZ＆XB11.5＆XXMGJ + MUB.PG.ZZ＆XB11.3＆XXMGM + SIA.PN.ZZ＆XB12.0 + 

SIG.PH.ZZ 

すなわち「関節機能の可動性のための運動スキルの支援および指導」、「手と指および「筋力機能のため

の筋力運動の補助と指導」、「エルゴノミクスは、持ち上げて持ち運ぶことをお勧めしする、細かい手の使

用でのトレーニング」 

 

・例 2：生徒の日焼け防止行動を改善するための学校ベースの健康増進イニシアチブで、（i）遊び場に

日よけ構造を組み立てる、（ii）生徒に帽子を配る、（iii）保護者のための教育セッションを実施割り当てま

す： 

VEGTM ZZ＆XB09.2 + VEG RD ZZ＆XB 09.0 + VEG PM ZZ＆XB 09.1 

すなわち、紫外線照射挙動に影響を与えるための環境改変。システムレベル：「組織」および「改善され

た紫外線照射行動を支援するための製品またはサービスの提供」。システムレベル：「個人」および「紫外

線曝露行動に影響を与えるための教育」。システムレベル：「対人関係」をつなげます。 

 


